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一
、
は
じ
め
に

『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
は
永
明
延
壽
（
九
〇
四
〜
九
七
五
）
に
假
託
さ

れ
、
平
安
後
期
頃
、
日
本
で
成
立
し
た
佛
敎
說
話
集
で
あ
る（

１
）。

永
觀

『
徃
生
拾
因
』
第
九
因
の
ほ
か
、『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
引
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
安
後
期
の
淨
土
思
想
や
說
話
文
學
の
硏
究
に
お

い
て
註
目
さ
れ
て
き
た（

２
）。
し
か
し
そ
の
思
想
內
容
に
つ
い
て
は
、
未
解

明
な
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

卷
中
第
十
三
話
（
以
下
本
話
と
略
す
）
は
、
明
智
和
尙
（
傳
未
詳
）
が

と
あ
る
比
丘
に
對
し
て
、
希
有
難
遇
の
大
乘
經
典
を
讀
誦
す
る
際
の
心

行
作
法
を
說
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
源
信
假
託
の
『
法
華
經
讀
誦

觀（
３
）』

は
、
本
話
と
內
容
的
に
か
な
り
近
い
關
係
に
あ
る
。

『
法
華
經
讀
誦
觀
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、
天
台
僧
舜
興
（
一
五
九
二
～
一

六
六
二
）
に
よ
る
寬
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
の
寫
本
の
み
が
西
敎
寺

（
正
敎
藏　

雜
々
二
）
に
現
存
し
、
そ
れ
を
底
本
と
し
て
、『
大
日
本
佛
敎

全
書
』
第
三
十
一
・『
惠
心
僧
都
全
集
』
第
三
卷
に
飜
刻
が
收
め
ら
れ

て
い
る（

４
）。

し
か
も
當
該
寫
本
は
單
獨
で
は
な
く
、『
生
死
覺
要
鈔
』『
本

覺
心
要
和
讚
』『
觀
心
徃
生
論
』『
自
行
略
記
』
な
ど
八
つ
の
文
獻
と
合

わ
せ
て
一
卷
に
合
册
さ
れ
、『
菩
提
鈔
』
と
い
う
書
名
で
傳
わ
っ
て
い

る
。管

見
の
限
り
、
本
話
に
つ
い
て
の
先
行
硏
究
は
な
く
、『
法
華
經
讀

誦
觀
』
に
關
す
る
解
說
は
、『
佛
書
解
說
大
辭
典
』『
大
日
本
佛
敎
全

書
』
の
解
題
し
か
な
い
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
ま
ず
本
話
の
內
容
を
槪

觀
し
、
つ
い
で
兩
者
の
本
文
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
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異
同
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
影
響
關
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、

本
話
が
大
乘
經
典
全
般
の
讀
誦
を
說
く
の
に
對
し
て
、『
法
華
經
讀
誦

觀
』
は
『
法
華
經
』
の
讀
誦
に
特
化
し
た
記
述
を
す
る
。
で
は
、
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
手
が
か
り
と
し
て
、
類

似
し
た
內
容
を
持
つ
、
傳
覺
鑁
『
孝
養
集
』
卷
中
第
十
二
「
可
讀
法
華

經
事
」
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
安
後
期

『
法
華
經
』
讀
誦
信
仰
の
一
端
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。

二
、『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
卷
中
第
十
三
話
に
說
く

　
　
　
　

經
典
讀
誦

本
話
に
は
題
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
內
容
は
、
本
稿
末
尾
に
揭
載

し
た
對
比
表
（
兩
者
の
相
違
點
を
ゴ
シ
ッ
ク
體
で
示
し
た
。
傍
線
等
の
記
號

は
す
べ
て
私
に
付
し
た
。
以
下
同
じ
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
次
の
四
つ
の

部
分
か
ら
な
る（

５
）。

①
明
智
和
尙
は
比
丘
と
會
話
し
、
そ
の
日
常
の
行
法
を
聞
く
。
比
丘

は
經
卷
數
百
卷
を
讀
誦
し
て
い
る
と
答
え
る
。
和
尙
は
讀
誦
す
る

際
の
心
行
作
法
を
聞
く
と
、
比
丘
は
他
の
法
師
に
見
習
っ
て
經
典

を
讀
誦
す
る
が
そ
の
因
緣
を
尋
ね
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

和
尙
は
嘆
き
、
か
つ
て
自
分
が
は
じ
め
て
菩
提
心
を
お
こ
し
た

時
、
胡
國
の
北
山
に
お
い
て
、
と
あ
る
比
丘
か
ら
讀
經
の
作
法
や

因
緣
を
敎
わ
っ
た
と
語
り
だ
す
。
大
乘
經
典
の
讀
誦
に
は
、
文
字

誦
と
理
觀
誦
の
二
種
が
あ
る
と
い
う
。

②
文
字
誦
を
詳
し
く
說
明
す
る
。
誦
經
す
る
前
に
、
身
業
・
口
業
を

淨
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
乘
經
典
は
三
世
諸
佛
の
父
母
で
、

諸
佛
が
師
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
乘
經
典
に
對

し
て
は
、
希
有
の
思
い
を
抱
き
、
戀
慕
の
心
を
生
じ
、
三
業
の
罪

を
懴
悔
し
、
誓
願
を
立
て
て
力
の
堪
え
る
と
こ
ろ
に
隨
っ
て
供
養

す
る
。
そ
の
上
で
、
經
典
の
文
句
を
思
惟
し
、
一
字
一
句
を
讀
み

落
と
さ
な
い
よ
う
に
、
信
心
を
も
っ
て
讀
誦
す
る
こ
と
を
事
讀
誦

と
い
う
。

③
理
觀
誦
を
詳
し
く
說
明
す
る
。
觀
心
讀
誦
と
も
い
う
。
經
卷
が
我

が
心
に
あ
り
、
我
が
身
體
が
經
典
そ
の
も
の
で
あ
る
と
觀
察
す

る
。
骨
髓
は
軸
、
皮
肉
は
紙
、
血
色
は
墨
の
よ
う
で
あ
り
、
五
臟

六
腑
な
ど
が
重
な
り
あ
っ
て
も
交
わ
ら
な
い
こ
と
は
、
經
典
の
文

字
が
互
い
に
交
え
亂
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
思
惟
す
る
こ
と
を
眞
讀
誦
と
い
う
。
ま
た
我
身
・
經
典

が
空
で
あ
る
と
觀
ず
る
こ
と
を
空
觀
誦
と
い
い
、
空
で
あ
る
け
ど

有
で
も
あ
る
と
觀
ず
る
こ
と
を
有
觀
誦
と
い
う
。
さ
ら
に
我
身
お

よ
び
一
切
法
が
非
有
非
無
・
亦
有
亦
無
に
し
て
、
識
の
知
る
と
こ

ろ
で
は
な
く
、
言
葉
で
言
い
表
す
こ
と
も
で
き
ず
、
無
始
法
爾
・
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寂
靜
宛
然
な
る
こ
と
を
觀
ず
る
の
を
觀
心
中
衟
讀
經
と
い
う
。
こ

の
よ
う
な
觀
察
を
理
觀
誦
と
い
う
。

④
文
字
誦
だ
け
で
あ
っ
て
も
功
德
は
無
量
で
あ
り
、
觀
心
讀
誦
の
功

德
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
觀
心
讀
誦
の
行
者
を
供
養
禮
拜
讚
嘆
す

べ
き
で
あ
る
。
觀
心
に
よ
ら
ず
、
如
法
に
讀
誦
し
な
け
れ
ば
、
大

き
な
利
益
が
得
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
密
事
で
あ
り
、
不
适
當
な
人

に
傳
え
て
は
い
け
な
い
。

登
場
人
物
が
會
話
を
交
わ
し
つ
つ
、
か
つ
て
の
體
驗
談
を
語
り
な
が

ら
敎
理
を
說
き
、
最
後
に
「
是
故
應
レ
知
、
心
・
佛
・
衆
生
三
無
二
差
別

一
。
應
レ
觀
、
法
性
眞
如
寂
靜
、
諸
法
心
起
不
思
議
故
」
と
い
う
定
型
句

で
締
め
く
く
る
。
こ
の
よ
う
な
說
話
構
成
は
、『
心
性
罪
福
因
緣
集
』

に
お
け
る
ほ
か
の
話
と
類
似
す
る
。

以
下
、
第
三
節
か
ら
第
六
節
に
か
け
て
、
四
つ
の
方
面
か
ら
、
本
話

と
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
の
異
同
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三
、
說
話
的
記
述

對
比
表
①
④
に
お
い
て
、
本
話
の
說
話
的
記
述
（
明
智
和
尙
と
比
丘

と
の
會
話
）
が
、『
法
華
經
讀
誦
觀
』
で
は
削
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
法
華
經
讀
誦
觀
』
の
冒
頭
が
唐
突
に
「
汝0

今
讀
誦
」「
我0

爲
レ
汝0

」
で

は
じ
ま
り
、
會
話
し
て
い
る
よ
う
な
記
し
方
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
も
と
も
と
說
話
的
な
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

①
に
登
場
す
る
胡
國
の
北
山
に
止
住
す
る
比
丘
の
讀
經
作
法
（
對
比

表
Ａ
と
Ｂ
）
は
、『
觀
普
賢
菩
薩
行
法
經
』
に
說
く
見
佛
の
た
め
に
行
う

懴
悔
の
行
法
（
傍
線
部
）
や
、『
續
高
僧
傳
』
卷
二
十
八
讀
誦
篇
「
唐
益

州
福
成
寺
釋
衟
積
傳
七（

６
）」

な
ど
に
み
ら
れ
る
、
高
僧
た
ち
が
身
體
の
穢

れ
を
洗
淨
し
、
法
衣
・
法
座
を
淨
め
て
か
ら
經
卷
を
開
く
と
い
う
や
り

方
と
近
似
す
る
（
傍
線
部（
７
））。

若
欲
三
疾
成
二
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一
者
、
若
欲
三
現
身
見
二
十
方

佛
乁
普
賢
菩
薩
一
、
當
三
淨
澡
浴
、
著
二
淨

衣
一
、
燒
二
衆
名
香
一
、

在
二
空
閑
處
一
、
應
下
當
誦
二
讀
大
乘
經
典
一
、
思
中
大
乘
義
上
。

（『
觀
普
賢
菩
薩
行
法
經
』［
大
正
九
‐
三
九
三
中
］）

釋
衟
積
、
蜀
人
。
住
二
益
州
福
成
寺
一
。
誦
二
通
涅
槃
一
、
生
常
恆

業
。
凡
有
二
宣
述
一
、
必
洗
二
滌
身
穢
一
、
淨
衣
法
座
、
然
後
開
レ

之
。�

（『
續
高
僧
傳
』［
大
正
五
〇
‐
六
八
七
下
］）

こ
こ
で
註
目
し
た
い
の
は
、『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
卷
二
之
三
所
收

の
、『
法
華
經
』
普
門
品
を
讀
誦
す
る
岐
州
の
沙
彌
の
話（

８
）
で
あ
る
。
揚

州
（
現
在
の
中
國
江
蘇
省
揚
州
市
江
都
區
）
の
僧
と
、
岐
州
（
現
在
の
中
國

陝
西
省
鳳
翔
・
週
至
・
麟
游
・
隴
・
寶
鷄
・
太
白
等
の
市
・
縣
を
含
む
地
域
）

の
沙
彌
が
同
時
に
閻
魔
王
に
ま
み
え
る
。
閻
魔
王
が
『
涅
槃
經
』
を
誦

通
す
る
僧
を
銀
座
へ
、『
觀
音
經
』
し
か
讀
誦
し
な
い
沙
彌
を
金
座
へ
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坐
ら
せ
、
後
者
を
よ
り
敬
重
し
た
。
二
人
と
も
壽
命
が
殘
っ
て
い
た
た

め
こ
の
世
に
戾
る
こ
と
が
で
き
た
。
閻
魔
王
の
處
遇
の
差
を
恨
ん
だ
僧

は
、
沙
彌
の
と
こ
ろ
に
赴
き
理
由
を
問
う
が
、
誦
經
す
る
際
の
心
構
え

や
作
法
（
普
段
と
は
別
の
衣
を
着
て
別
の
場
所
で
、
燒
香
し
呪
願
し
て
、
そ
の

後
に
よ
う
や
く
誦
經
す
る
）
に
差
が
あ
る
こ
と
に
氣
づ
く
。
讀
誦
に
際
し

て
き
ち
ん
と
威
儀
を
整
え
、
身
業
と
口
業
を
淨
め
な
け
れ
ば
、
た
だ
經

文
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

今
且
下
、
正
出
二
別
相
一
。
其
流
非
レ
一
、
且
寄
二
誦
經
一
。
既
非

二
五
收
一
、
驗
知
レ
有
レ
別
。
而
非
下
、
斥
レ
事
也
。
三
昧
是
定
。

定
・
慧
二
法
導
二
一
切
法
一
、
乃
至
成
二
於
波
羅
蜜
等
一
。
若
如
二
大

師
誦
經
觀
法
一
則
事
理
具
足
。

　

如
開
皇
初
、
有
二
揚
州
僧
一
、
誦
二
通
涅
槃
一
、
自
矜
二
其
業
一
。

復
有
二
岐
州
東
山
下
林
寺
沙
彌
一
、
唯
誦
二
觀
音
一
品
一
。
二
俱
卒

死
、
同
見
二
閻
羅
一
。
閻
羅
乃
處
二
沙
彌
於
金
座
一
、
甚
敬
二
重
之
一
。

誦
二
涅
槃
一
僧
令
レ
處
二
銀
座
一
、
敬
心
不
レ
重
。
事
訖
問
云
、
俱
有
二

餘
壽
一
、二
皆
放
還
。
誦
二
涅
槃
一
僧
心
大
恨
恨
。
恃
二
所
レ
誦
多
一
。

於
レ
是
乃
問
二
沙
彌
住
處
一
。
各
辭
俱
醒
。
誦
二
涅
槃
一
僧
至
二
岐
州
一

訪
、
果
得
二
沙
彌
一
、
具
問
二
所
以
一
。
沙
彌
言
、
初
誦
二
觀
音
一
、

別
レ
衣
別
レ
座
、
燒
香
發
願
、
然
後
乃
誦
。
斯
法
不
レ
怠
、
更
無
二

餘
術
一
。
涅
槃
僧
謝
曰
、
吾
罪
深
矣
。
所
誦
涅
槃
、
威
儀
不
レ
整
、

身
口
不
レ
淨
、
救
レ
忘
而
已
。
故
古
人
言
、
多
惡
不
レ
如
二
少
善
一
。

於
レ
今
取
レ
驗
。
此
亦
精
進
、
非
二
波
羅
蜜
一
。

�

（『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』［
大
正
四
六
‐
二
〇
二
上
］）

沙
彌
の
作
法
（
傍
線
部
）
は
、
前
揭
『
觀
普
賢
菩
薩
行
法
經
』『
續
高

僧
傳
』
の
記
述
に
類
似
す
る
が
、
こ
れ
を
湛
然
が
「
大
師
誦
經
觀
法
、

則
事
理
具
足（

９
）」（

波
線
部
）
の
例
證
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
大
師
の
誦
經
觀
法
が
具
體
的
に
何
を
指
す
か
は
定
か
で
は
な
い（

（1
（

も
の
の
、
事
と
理
に
分
け
て
讀
經
の
觀
法
を
議
論
す
る
本
話
と
『
法
華

經
讀
誦
觀
』
の
主
題
に
符
合
す
る
か
ら
で
あ
る
。
具
體
的
な
事
例
を
も

っ
て
事
理
具
足
の
『
法
華
經
』
讀
誦
を
說
く
も
の
と
し
て
、『
止
觀
輔

行
傳
弘
決
』
は
早
い
事
例
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
①
に
み
ら
れ
る
讀
經
作
法
は
、
傳
覺
鑁
『
孝
養
集
』
卷
中

第
十
二
「
可
讀
法
華
經
事
」
に
も
確
認
で
き
る
が
、
內
容
的
に
②
④
と

も
重
な
る
た
め
、
次
節
で
詳
し
く
檢
討
し
た
い
。

四
、
傳
覺
鑁
『
孝
養
集
』
と
の
對
應
關
係

②
に
お
い
て
、
本
話
と
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
と
の
大
き
な
相
違
は
一

箇
所
の
み
で
あ
る
。『
法
華
經
讀
誦
觀
』
の
最
後
の
一
文
、「
破
二
一
念

0

0

無
明
一
、
出
二
十
界
三
千

0

0

諸
法
實
相
理
一
、
云
レ
事
也
」
は
本
話
に
み
ら

れ
な
い
。「
一
念
」「
三
千
」
は
『
摩
訶
止
觀
』
に
由
來
す
る（

（1
（

。
無
明
を
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破
し
て
諸
法
實
相
の
理
を
顯
出
す
る
と
い
う
の
は
、『
法
華
文
句
』
卷

四
上
に
「
開
者
卽
是
十
住
、
初
破0

二
無
明

0

0

一
、
開
二
如
來
藏
一
、
見
二
實
相

0

0

理0

一
」（
大
正
三
四
‐
五
一
中
）
と
、「
開
佛
知
見
」
を
解
釋
す
る
記
述
に

基
づ
く
。
つ
ま
り
こ
の
一
文
は
、『
法
華
經
』
の
註
釋
書
を
ふ
ま
え
て

構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
『
法
華
經
』
と
關
連
付
け
る
た
め
で
あ
ろ

う
。こ

こ
で
註
目
し
た
い
の
は
、
本
話
と
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
と
『
孝
養

集
』
卷
中
第
十
二
「
可
讀
法
華
經
事
」
と
の
內
容
に
お
け
る
對
應
關
係

で
あ
る
。『
孝
養
集
』
三
卷
は
、
覺
鑁
（
一
〇
九
五
～
一
一
四
三
）
の
著

作
と
傳
え
る
が
、
僞
撰
と
さ
れ
る
。
永
觀
（
一
〇
三
三
～
一
一
一
一
）『
徃

生
拾
因
』
の
引
用
が
み
え
る
ほ
か
、
良
忠
（
一
一
九
九
～
一
二
八
七
）『
看

病
用
心
鈔
』
と
共
通
し
た
內
容
を
持
っ
て
お
り
、
平
安
後
期
か
ら
鐮
倉

期
に
か
け
て
の
撰
述
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
や
や
長
文
で
は
あ
る
が
、

『
孝
養
集
』
の
該
當
箇
所
を
以
下
に
引
用
す
る
。

　

如
何
成
所
に
て
如
何
成
作
法
に
て
讀
奉
る
べ
き
と
云
ば
、
法
師

品
に
曰
、

寂
莫
無
人
聲
、
讀
誦
此
經
典
。
我
爾
時
爲
現
、
淸
淨
光
明

身
。
文

法
師
品
と
安
樂
行
品
と
此
二
品
に
廣
く
說
が
如
し
。
但
し
具
に
左

樣
に
有
ん
事
は
難
し
。
只
其
趣
に
付
て
申
さ
ば
、
先（

ア
）彼

時
の
作
法

に
は
沐
浴
精
進
し
て
、
手
を
洗
ひ
口
を
能
能
す
す
ぎ
て
、
淨
衣
を

著
し
、
新
し
き
座
を
し
き
ま
ふ
け
て
、
御
經
の
御
前
に
、
香
華
を

備
へ
、
次
に
五
體
を
地
に
な
げ
て
恭
敬
禮
拜
し
つ
つ
口
に
唱
へ
、

心
に
思
ふ
べ
し
。
我
阿
僧
祗
劫
を
過
し
か
共
、
三
寶
の
御
名
を
聞

く
事
な
か
り
き
。
如
何
に
況
ん
や
、
佛（

イ
）ま

れ
に
世
に
出
給
ひ
て
說

給
へ
る
大
乘
至
極
の
經
に
遇
奉
り
、
讀
奉
る
事
は
、
一
眼
の
龜
の

浮
木
の
あ
な
に
遇
、
優
曇
華
の
三
千
年
に
一
度
さ
け
る
よ
り
ま
し

な
り
と
思
へ
。
小
々
の
緣
に
非
ず
。
是
實
に
有
が
た
き
緣
難
レ
計

悅
び
也
。
此（

ウ
）經

讀
奉
る
所
に
は
、
必
諸
佛
菩
薩
天
龍
八
部
等
み
ち

み
ち
給
ふ
と
思
て
、
國
王
な
ん
ど
に
向
奉
る
樣
に
思
ひ
な
し
て
、

彼（
エ
）法

座
の
上
に
居
て
名
香
を
手
に
ぬ
り
、
御
經
を
取
奉
て
い
と
高

か
ら
ず
、
卑
か
ら
ず
よ
き
程
に
心
得
て
讀
奉
る
べ
し
。
又
讀
は
て

て
高
座
よ
り
下
ん
時
、
又
初
の
樣
に
禮
拜
す
べ
し
。
さ
て
淨
衣
を

脫
、
常
の
垢
衣
を
著
し
て
、
常
の
有
樣
に
な
る
べ
き
也
、
と
ぞ
申

し
た
る
。

（
中
略
）

　

さ
て
も
法
華
經
と
申
す
は
一
切
衆
生
の
心
性
眞
如
實
相
の
理
、

此
を
妙
法
と
申
す
也
。
此
故
に
か
か
る
生
死
不
淨
の
所
な
れ
共
、

能
修
行
す
る
人
は
彼
妙
法
の
種
を
具
し
た
る
が
故
に
、
菩
提
を
顯

し
得
る
事
、
譬
へ
ば
彼
蓮
華
の
種
子
有
に
依
て
、
泥
の
中
よ
り
出



『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
卷
中
第
十
三
話
と
傳
源
信
『
法
華
經
讀
誦
觀
』（
崔
）

（ 99 ）

て
、
花
さ
き
實
な
る
が
如
く
に
侍
へ
る
と
て
妙
法
蓮
華
と
は
申
な

り
。

　

さ
れ
ば
此
經
は
我
身
の
中
に
皆
備
は
り
給
へ
る
萬
德
圓
滿
の
、

無
量
劫
に
も
顯
れ
不
レ
給
つ
る
に
、
三
因
佛
性
の
今
既
に
新
に
顯

れ
給
へ
る
な
り
。
又
是
に
過
て
一
定
佛
に
成
安
き
事
や
侍
べ
ら

ん
。
深
く
尋
給
ふ
べ
し
。
其
事
常
に
も
人
の
申
さ
ぬ
事
也
。

　

略
し
て
申
さ
ば
、
此
經
を
讀
奉
る
時
心
を
一
に
し
て
觀
ず
べ

し
。
我（

オ
）經

を
讀
奉
る
舌
の
上
に
八
葉
の
蓮
華
あ
り
。
其
上
に
金
色

の
佛
い
ま
す
。
其
佛
の
口
よ
り
六
萬
九
千
餘
の
文
字
一
一
に
金
色

の
佛
に
て
出
、
虛
空
に
登
り
て
光
を
放
つ
て
持
經
者
を
照
し
給
ふ

と
云
り
。
是
故
に
彼
法
界
に
充
滿
し
給
へ
る
若
干
の
佛
、
各
各
六

衟
四
生
の
一
切
衆
生
を
利
益
し
給
ひ
て
、
諸
佛
の
知
見
に
入
て
三

界
を
出
さ
し
め
給
へ
と
觀
念
し
て
讀
奉
る
べ
き
な
り
。

　

其（
カ
）功

德
は
唯
佛
與
佛
の
み
知
奉
り
給
へ
り
。
佛
よ
り
外
に
知
人

あ
る
べ
か
ら
ず
と
ぞ
仰
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
實
に
志
し
あ
ら
ん
人

は
其
を
尋
て
知
給
ふ
べ
き
な
り
。
但
し
か
か
る
甚
深
最
極
の
大
乘

經
に
て
お
は
し
ま
す
故
に
、
愚
に
す
れ
ば
、
又
深
き
罪
と
成
な

り
。
こ
の
故
に
能
能
用
意
し
て
讀
奉
る
べ
き
な
り
。
此
は
是
諸
の

國
王
大
臣
の
御
師
な
り
。
又（

キ
）三

世
の
諸
佛
菩
薩
に
も
御
師
な
り
。

又
法
身
如
來
の
全
身
の
舍
利
な
り
。
此
故
に
經
卷
の
を
は
し
ま
す

所
に
は
諸
佛
菩
薩
あ
つ
ま
り
、
諸
天
龍
神
圍
繞
し
守
り
奉
り
給
ふ

な
り
。
か
か
る
目
出
度
御
經
を
懈
怠
不
淨
に
し
て
、
或
は
酒
を

飮
、
肉
⻝
を
し
、
或
は
五
辛
を
⻝
す
る
口
に
て
讀
奉
る
事
、
ゆ
ゆ

し
き
恐
の
中
の
恐
な
り
。�（『
孝
養
集
』［
續
淨
全
一
五
‐
四
五
～
四
八
］）

中
略
ま
で
の
部
分
は
、『
法
華
經
』
法
師
品
の
偈
文
を
敷
衍
し
て
說

い
た
讀
誦
の
作
法
に
あ
た
る
。
中
略
部
分
は
、『
法
華
驗
記
』
卷
上
第

十
一
話
「
吉
野
奧
山
持
經
者
法
師
」（『
今
昔
物
語
集
』
卷
十
三
第
一
話
「
修

行
僧
義
睿
、
値
大
峰
持
經
仙
語
」
に
書
承
）
か
ら
の
取
意
引
用
で
あ
る
。

中
略
以
降
は
、『
法
華
經
』
を
讀
誦
す
る
際
の
心
の
持
ち
方
を
說
く
。

本
話
や
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
と
記
述
の
順
序
が
前
後
す
る
が
、
傍
線
部

（
ア
）（
イ
）（
ウ
）（
エ
）（
カ
）（
キ
）
は
、『
孝
養
集
』
が
兩
者
（
對

比
表
Ａ
～
Ｆ
、
Ｈ
）
と
內
容
が
重
な
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
對
應
關
係
を

示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
（
ア
）

⇌ 

Ａ
・
Ｄ　
　
（
イ
）

⇌ 

Ｅ　
　
（
ウ
）

⇌ 

Ｆ

　
　
（
エ
）

⇌ 

Ｂ　
　
（
カ
）

⇌ 

Ｈ　
　
（
キ
）

⇌ 

Ｃ

（
ア
）
で
は
、
讀
經
す
る
際
に
ま
ず
沐
浴
精
進
し
、
手
を
洗
い
口
を

漱
ぎ
、
淨
ら
か
な
衣
と
新
し
い
座
を
用
意
し
て
、
經
卷
の
前
に
香
・
華

を
備
え
、
五
體
投
地
し
て
禮
拜
し
な
が
ら
口
に
唱
え
、
心
に
思
う
べ
き

と
說
く
。
Ａ
・
Ｄ
の
趣
向
と
は
一
致
す
る
が
、
手
・
口
の
淨
め
方
に
お

い
て
は
、
Ｄ
の
記
載
が
よ
り
詳
細
で
、
手
に
名
香
を
塗
り
口
に
沈
檀
香
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を
含
む
と
す
る
。

（
イ
）
で
は
、
佛
が
世
閒
に
出
現
し
て
說
か
れ
た
大
乘
經
典
に
値
遇

し
、
そ
れ
を
讀
誦
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
海
に
住
む
盲
目
の
龜
が

百
年
に
一
度
浮
か
び
上
が
っ
て
浮
木
の
穴
か
ら
頭
を
出
す
よ
う
な
珍
し

い
も
の
で
あ
る
と
說
く
。
そ
の
後
、
三
千
年
に
一
度
花
咲
く
優
曇
鉢
羅

華
の
喩
え
が
續
く
。
こ
の
二
つ
の
喩
え
は
、
直
接
に
『
法
華
經
』
妙
莊

嚴
王
本
事
品
の
經
文
、「
佛
難
レ
得
レ
値
。
如
二
優
曇
鉢
羅
華
一
、
又
如
三

一
眼
之
龜
値
二
浮
木
孔
一
。
而
我
等
宿
福
深
厚
、
生
値
二
佛
法
一
。
是
故

父
母
當
下
聽
二
我
等
一
令
上
レ
得
二
出
家
一
」（［
大
正
九
‐
六
〇
中
］）
に
據
る
。

Ｅ
に
は
優
曇
鉢
羅
華
の
喩
え
が
み
ら
れ
な
い
。

（
ウ
）
で
は
、『
法
華
經
』
を
讀
誦
す
る
場
所
に
は
諸
佛
・
菩
薩
・
天

龍
八
部
等
が
滿
ち
る
と
思
惟
す
る
と
說
く
。
Ｆ
で
は
『
法
華
經
』
の
み

な
ら
ず
、
大
乘
經
典
全
般
を
い
う
。

（
エ
）
で
は
、
讀
誦
す
る
際
は
、
法
座
に
上
り
手
に
名
香
を
塗
っ
て

か
ら
經
卷
を
取
り
、
高
く
も
低
く
も
な
い
ち
ょ
う
ど
い
い
所
ま
で
持
ち

上
げ
て
讀
む
べ
き
で
、
讀
み
お
わ
る
と
、
高
座
か
ら
降
り
て
最
初
と
同

じ
よ
う
に
禮
拜
し
、
淨
衣
を
脫
ぎ
け
が
れ
た
衣
に
戾
る
と
說
く
。
Ｂ
で

は
、
經
卷
の
持
ち
方
に
關
す
る
記
述
は
な
く
、
讀
誦
す
る
聲
を
高
く
せ

ず
、
ま
た
は
や
く
讀
ん
で
は
い
け
な
い
と
す
る
。

（
カ
）
で
は
、『
法
華
經
』
讀
誦
の
功
德
は
た
だ
佛
の
み
が
知
る
こ
と

が
で
き
る
と
說
く
。
Ｈ
で
は
觀
心
相
應
讀
誦
の
功
德
と
す
る
。

（
キ
）
で
は
、『
法
華
經
』
が
三
世
諸
佛
・
菩
薩
の
師
で
あ
り
、
法
身

如
來
の
全
身
の
舍
利
で
あ
る
た
め
、
經
卷
が
安
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
諸

佛
・
菩
薩
・
諸
天
・
龍
神
が
集
ま
り
圍
繞
し
て
守
護
す
る
と
說
く
。
Ｃ

で
は
大
乘
經
典
全
般
を
い
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
細
部
に
異
同
が
存
す
る
も
の
の
、『
孝
養

集
』
と
本
話
や
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
と
の
閒
に
影
響
關
係
は
認
め
ら
れ

よ
う
。

一
方
、
波
線
部
（
オ
）
で
は
、『
法
華
經
』
を
讀
誦
す
る
舌
の
上
に

八
葉
蓮
華
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
金
色
の
佛
が
い
て
、
佛
の
口
か
ら
六

萬
九
千
あ
ま
り
の
文
字
が
一
個
一
個
金
色
の
佛
と
な
っ
て
出
て
き
て
、

虛
空
に
上
っ
て
光
を
放
ち
な
が
ら
持
經
者
を
照
ら
す
た
め
、
法
界
に
充

滿
し
た
佛
た
ち
が
、
各
々
六
衟
四
生
の
衆
生
を
利
益
し
、
諸
佛
の
知
見

に
入
ら
せ
る
の
を
觀
念
す
べ
き
と
說
く
。
こ
れ
は
本
話
や
『
法
華
經
讀

誦
觀
』
で
は
な
く
、傳
最
澄
『
五
部
血
脉（

（1
（

』「
理
觀
讀
誦
」
の
冒
頭
（
傍

線
部
）
に
基
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

舌
上
有
二
阿
字
一
。
阿
字
變
二
成
金
色
佛
一
、
從
二
我
口
一
出
。
經
中

一
一
文
字
、
成
二
金
色
佛
一
、
週
二
遍
法
界
一
、
等
同
二
之
虛
空
一
。

若
干
一
一
佛
、
各
出
二
隨
類
法
音
一
、
化
二
六
衟
四
生
一
、
令
四
開
三

示
悟
二
入
佛
知
見
一
。
能
持
我
身
空
、
所
持
法
空
、
能
出
我
身
空
、
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所
出
音
聲
空
、
能
化
我
身
空
、
所
化
有
情
空
。
無
能
無
所
、
無
內

無
外
、
無
說
無
聽
、
畢
竟
空
寂
犹
如
二
虛
空
一
。
雖
レ
無
二
能
持
・

所
持
一
、
依
法
・
正
法
宛
然
。
雖
レ
無
二
能
出
・
所
出
一
、
成
二
音
聲

佛
事
一
。
雖
レ
無
二
能
化
・
所
化
一
、
蒙
レ
益
無
量
。
卽
レ
有
無
、
卽

レ
無
有
。
非
レ
無
非
二
有
亦
無
一
。
三
諦
非
三
非
一
。
願
以
二
如
幻
如

化
身
一
、
誦
二
如
幻
如
化
經
一
、
化
二
如
幻
如
化
有
情
一
、
出
二
如
幻

如
化
生
死
一
、
證
二
如
幻
如
化
菩
提
一
、
開
二
如
玄
如
化
經
一
矣
。

�

（『
五
部
血
脉
』［
傳
敎
大
師
全
集
五
‐
三
六
三
］）

持
經
者
の
舌
の
上
に
あ
る
の
は
蓮
華
で
は
な
く
阿
字
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
佛
に
變
じ
る
文
字
が
經
卷
の
文
字
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、『
五

部
血
脉
』
の
傍
線
部
は
（
オ
）
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

『
孝
養
集
』
に
『
徃
生
拾
因
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
こ
と
と
、『
徃
生

拾
因
』
第
九
因
に
『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
卷
中
第
六
話
が
引
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
本
話
か
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
の
い
ず
れ
か

を
『
孝
養
集
』
は
參
照
し
た
と
推
測
で
き
る
。
對
比
表
に
示
し
た
よ
う

に
、
內
容
が
對
應
し
て
い
る
箇
所
（
Ａ
～
Ｆ
、
Ｈ
）
は
等
し
く
本
話
や

『
法
華
經
讀
誦
觀
』
に
み
ら
れ
る
點
と
、『
孝
養
集
』
と
『
法
華
經
讀
誦

觀
』
が
同
じ
く
『
法
華
經
』
讀
誦
に
特
化
し
て
い
る
點
、
本
話
よ
り

『
法
華
經
讀
誦
觀
』
の
表
現
が
洗
練
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
點
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
三
者
の
成
立
順
序
は
、
本
話
→
『
法
華
經
讀
誦
觀
』

→
『
孝
養
集
』
で
あ
り
、『
孝
養
集
』
は
直
接
に
『
法
華
經
讀
誦
觀
』

を
參
照
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
註
目
す
べ
き
は
、『
孝
養
集
』
が
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
と
『
五

部
血
脉
』
を
同
時
に
參
照
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

五
、
本
文
の
傳
寫
狀
況

③
に
お
い
て
、
大
き
な
相
違
は
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
左
に
示
し
た

よ
う
に
、
Ｇ
の
「
有
觀
誦
」
に
對
す
る
說
明
に
關
し
て
、
本
話
は
『
法

華
經
讀
誦
觀
』
と
比
べ
て
分
量
が
倍
に
な
っ
て
い
る
。

我
身
經
卷
、
讀
誦
音
聲
、
聽
聞
大
小
、
由
レ
業
不
レ
失
、
自
然
而

住
、
是
故
萬
法0

、
雖
レ
空
而
有
。

我
身
經
卷
、
讀
誦
音
聲
、
聽
聞
大
小
、
由
レ
業
不
レ
失
、
自
然
而

住
、
是
故
萬
敎0

、
雖
レ
空
而
有
。

（『
心
性
罪
福
因
緣
集
』）

我
身
經
卷
、
讀
誦
音
聲
、
聽
聞
大
小
、
由
レ
業
不
レ
失
、
自
然
而

住
、
是
故
萬
法
空
而
有
。

（『
法
華
經
讀
誦
觀
』）

こ
れ
は
恐
ら
く
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
を
含
む
『
菩
提
鈔
』
全
體
の
書

寫
態
度
に
起
因
す
る
も
の
で
、
目
移
り
に
よ
る
脫
文
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
他
の
『
菩
提
鈔
』
所
收
文
獻
に
は
、
目
移
り
に
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よ
る
脫
文
と
思
し
き
箇
所
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。『
菩
提
鈔
』

と
い
う
書
名
の
由
來
は
未
詳
で
あ
る
が
、
目
次
は
左
の
通
り
で
あ
る（

（1
（

（［　

］
內
は
舜
興
の
註
）。

一
生
死
覺
要
鈔
［
妙
樂
大
師
作
／
僞
］

一
法
華
讀
誦
觀
［
惠
心
御
作
／
僞
ニ
し
て
殊
勝
ナ
ル
モ
ノ
］

一
本
覺
心
要
和
讚
［
慈
惠
大
師
述
］

一
觀
心
徃
生
論
［
慈
覺
大
師
撰
／
二
部
倶
僞
］

一
自
行
略
記
［
都
率
僧
都　

亦
惠
心
御
作
／
眞
僞
不
辯
殊
勝
ナ
モ

ノ
］

一
天
台
智
者
心
祕
要
決
［
僞
作
也
］

一
千
觀
內
供
八
ケ
條
起
請

一
南
岳
大
師
御
詞
云
［
僞
作
］

一
法
華
讀
誦
用
心
鈔
［
惠
心
院
僧
都
源
信
御
作
／
不
眞
僞
殊
勝
ナ

ル
モ
ノ
］

例
え
ば
、『
本
覺
心
要
和
讚
』
に
は
「
一
期
縱
橫
苟
、
己
離
本
爲
」

と
あ
る
が
、「
己
」「
離
」
の
閒
に
脫
文
が
確
認
で
き
る
。『
日
本
思
想

大
系
９　

天
台
本
覺
論
』
所
收
の
『
註
本
覺
讚
』
の
該
當
箇
所
は
、

「
一
期
ノ
縱
橫
イ
ヤ
シ
ク
モ
、
己
心
中
ニ
納
メ
タ
リ
。
我
身
ハ
薄
福
底

下
ニ
テ
、
浮
囊
破
レ
テ
海
フ
カ
シ
。
佛
乘
緣
ヲ
ム
ス
バ
ズ
バ
、
何
ヲ
出

離
ノ
本
ト
セ
ン
」
と
あ
り
、
傍
線
部
の
內
容
が
缺
け
て
い
る
。
ま
た
、

『
觀
心
徃
生
論
』
に
「
唯
觀
己
心
、
以
期
圣
念
惡
」
と
あ
る
が
、『
惠
心

僧
都
全
集
』
第
三
卷
所
收
の
一
本
に
よ
る
と
、「
圣
」「
念
」
の
閒
に

「
應
。
竊
以
、
地
獄
界
、
我
心
所
具
也
。
故
無
始
已
來
、
造
二
諸
惡
業

一
、
受
二
大
苦
惱
一
。
依
一
」
が
缺
如
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戶
時
代
に
書
寫
さ
れ
た
『
菩
提
鈔
』
に
お
い
て
、

『
法
華
讀
誦
觀
』は
天
台
本
覺
思
想
文
獻
と
竝
べ
て
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
享
受
の
あ
り
方
は
、
恐
ら
く
『
孝
養
集
』
が
成
立
す
る
平

安
後
期
か
ら
す
で
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
四
節
で
確
認
し
た
よ

う
に
、『
孝
養
集
』
が
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
と
『
五
部
血
脉
』
を
同
時

に
參
照
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
可
能
性
を
示
す
一
つ
の
根
據
と
な
ろ

う
。

六
、『
法
華
經
』
と
の
關
連

⑤
は
本
話
に
み
え
ず
、『
法
華
經
讀
誦
觀
』
に
し
か
確
認
で
き
な
い

箇
所
で
あ
る
。
本
話
に
お
い
て
『
法
華
經
』
讀
誦
を
示
す
明
確
な
表
現

な
ど
が
確
認
で
き
な
い
の
に
對
し
て
、
⑤
の
冒
頭
に
「
一
大
事
因
緣
」

と
揭
げ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
法
華
經
』
と
結
び
付
け
て
議
論
を
展

開
し
て
い
る
こ
と
が
解
か
る
。
こ
の
點
は
、
第
四
節
で
確
認
し
た
②
の

相
違
箇
所
に
共
通
す
る
。

舍
利
弗
、
諸
佛
隨
宜
說
法
、
意
趣
難
レ
解
。
所
以
者
何
。
我
以
二
無
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數
方
便
種
種
因
緣
譬
喩
言
辭
一
演
二
說
諸
法
一
。
是
法
非
三
思
量
分

別
之
所
二
能
解
一
。
唯
有
二
諸
佛
一
乃
能
知
レ
之
。
所
以
者
何
。
諸
佛

世
尊
、
唯
以
二
一
大
事
因
緣

0

0

0

0

0

一
故
出
二
現
於
世
一
。
舍
利
弗
、
云
何

名
二
諸
佛
世
尊
唯
以
一
大
事
因
緣

0

0

0

0

0

故
出
現
於
世
一
。
諸
佛
世
尊
、
欲

下
令
三
衆
生
開
二
佛
知
見
一
、
使
レ
得
中
淸
淨
上
、
故
出
二
現
於
世
一
。

欲
レ
示
二
衆
生
佛
之
知
見
一
故
出
二
現
於
世
一
。
欲
レ
令
三
衆
生
悟
二
佛

知
見
一
故
出
二
現
於
世
一
。
欲
レ
令
三
衆
生
入
二
佛
知
見
衟
一
故
出
二
現

於
世
一
。
舍
利
弗
、
是
爲
諸
佛
以
二
一
大
事
因
緣

0

0

0

0

0

一
故
出
二
現
於
世
一
。

（『
法
華
經
』
方
便
品
［
大
正
九
‐
七
上
］）

し
か
し
、
結
末
に
「
抑
經
初
文
何
如
」
と
あ
り
、
結
び
の
文
言
と
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、『
法
華
經
讀
誦
觀
』
は
未
完
成
あ
る
い
は
途

中
で
切
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。
あ
る
い
は
何
か
別
の
文

獻
か
ら
の
抄
出
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、『
心
性
罪
福

因
緣
集
』
の
本
話
に
說
く
大
乘
經
典
讀
誦
法
は
、
平
安
後
期
に
お
い
て

『
法
華
經
』
の
讀
誦
法
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

七
、
お
わ
り
に

小
稿
で
は
、
本
話
と
同
じ
內
容
を
有
す
る
、
源
信
假
託
『
法
華
經
讀

誦
觀
』
に
つ
い
て
、
兩
者
の
異
同
を
分
析
し
た
。
經
典
讀
誦
の
作
法
、

と
り
わ
け
「
事
讀
誦
」
の
作
法
に
お
い
て
は
、『
觀
普
賢
菩
薩
行
法
經
』

『
續
高
僧
傳
』
に
類
似
表
現
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
を
事
理
具
足
の

讀
誦
に
比
定
す
る
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
の
記
述
は
、『
法
華
經
』
讀

誦
を
事
と
理
に
分
け
て
說
明
す
る
早
い
事
例
で
あ
る
。
本
話
は
、『
止

觀
輔
行
傳
弘
決
』
の
當
該
箇
所
に
も
と
づ
い
て
で
き
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

ま
た
、
傳
覺
鑁
『
孝
養
集
』
卷
中
第
十
二
「
可
讀
法
華
經
事
」
を
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
本
話
と
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
と
『
孝
養
集
』
の

三
つ
の
成
立
順
序
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。『
大
日
本
國
法
華
經

驗
記
』
と
共
通
す
る
語
彙
を
有
す
る
こ
と
か
ら
判
斷
す
る
と
、『
心
性

罪
福
因
緣
集
』
の
本
話
が
最
も
古
く
十
一
世
紀
半
ば
の
成
立
で
あ
り
、

『
法
華
經
讀
誦
觀
』
の
表
現
が
よ
り
洗
練
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
本
話

に
次
ぐ
も
の
で
あ
り
、『
孝
養
集
』
が
最
も
新
し
く
十
二
世
紀
ま
で
の

成
立
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、『
孝
養
集
』
が
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
と
『
五
部
血
脉
』
を

同
時
に
參
照
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
江
戶
時
代
に
『
菩
提
鈔
』

と
し
て
合
册
さ
れ
た
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
と
「
生
死
覺
要
鈔
」
が
同
時

に
參
看
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
遲
く
と
も
『
孝
養
集
』
の
成
立
し
た
十

二
世
紀
頃
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
の
中

の
一
話
が
ど
の
よ
う
に
『
法
華
經
』
の
讀
誦
を
說
く
單
獨
作
品
と
し
て

成
立
し
た
の
か
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
さ
ら
に
追
乁
す
る
餘
地
が
あ
る
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が
、
そ
れ
が
天
台
本
覺
思
想
文
獻
と
共
に
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
重

要
な
意
義
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
の
成
立
環
境

が
天
台
本
覺
思
想
文
獻
の
成
立
環
境
と
重
な
る
部
分
が
あ
り
、『
心
性

罪
福
因
緣
集
』
に
對
す
る
硏
究
は
、
天
台
本
覺
思
想
文
獻
の
成
立
時
期

を
追
求
す
る
た
め
の
一
助
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。『
心
性
罪
福
因

緣
集
』
は
攝
關
期
末
ご
ろ
の
成
立
で
あ
り
、『
法
華
經
讀
誦
觀
』
は
院

政
期
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
台
本
覺

思
想
文
獻
の
成
立
は
遲
く
と
も
攝
關
期
末
ご
ろ
ま
で
遡
れ
る
こ
と
を
裏

付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

［
使
用
テ
ク
ス
ト
］
主
に
以
下
に
依
據
し
つ
つ
、
适
宜
、
句
讀
點
等
を
私
に
改

め
た
。

『
法
華
經
』『
觀
普
賢
菩
薩
行
法
經
』『
摩
訶
止
觀
』『
法
華
文
句
』『
續
高
僧

傳
』『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
＝
大
正
新
脩
大
藏
經
。『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
＝

元
祿
十
三
年
版
本
（『
中
世
禪
籍
叢
刋
』
第
十
二
卷
所
收
龍
谷
大
學
圖
書
館

藏
本
）。『
五
部
血
脉
』
＝
傳
敎
大
師
全
集
。『
法
華
經
讀
誦
觀
』
＝
『
菩
提

鈔
』（
西
敎
寺
正
敎
藏
九
合
本
。
國
文
學
硏
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

［
三
一
二
‐
六
八
‐
八
‐
Ｃ
］
に
て
閱
覽
。
訓
點
は
『
惠
心
僧
都
全
集
』
第

三
卷
所
收
飜
刻
參
照
）。『
註
本
覺
讚
』
＝
日
本
思
想
大
系
。『
觀
心
徃
生
論
』

＝
惠
心
僧
都
全
集
。『
孝
養
集
』
＝
續
淨
土
宗
全
書
。『
三
國
傳
記
』
＝
中
世

の
文
學
。

　
【
註
】

（
１
）　
『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
が
日
本
撰
述
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大

久
保
良
峻
「
現
實
肯
定
思
想
―
本
覺
思
想
と
台
密
敎
學
―
」（
日
本
佛

敎
硏
究
會
編
『
日
本
の
佛
敎
１　

佛
敎
史
を
見
な
お
す
』、
法
藏
館
、

一
九
九
四
・
一
〇
→
『
天
台
敎
學
と
本
覺
思
想
』、
法
藏
館
、
一
九
九

八
・
一
初
版
→
二
〇
二
二
・
一
增
訂
版
）、
吉
原
澔
人
「
院
政
期
に
お

け
る
〈
本
覺
讚
〉
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―｢

心
性
罪
福
因
緣
集｣

と
大

江
匡
房
の
文
業
を
中
心
に
―
」（
菅
原
信
海
編
『
神
佛
習
合
思
想
の
展

開
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
・
一
）、
同
「『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
解

題
」（
阿
部
泰
郞
・
末
木
文
美
士
編
『
中
世
禪
籍
叢
刋
』
第
十
二
卷
「
稀

覯
禪
籍
集 

續
」、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
・
三
）
な
ど
參
照
。

（
２
）　
『
徃
生
拾
因
』『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
の

受
容
に
つ
い
て
は
、
大
谷
旭
雄
「
心
性
罪
福
因
緣
集
と
永
觀
の
密
敎
的

名
號
觀
―
特
に
第
七
念
佛
項
の
影
響
か
ら
―
」（『
佛
敎
論
叢
』
第
一
一

號
、
一
九
六
六
・
一
二
→
『
法
然
淨
土
敎
と
そ
の
週
緣　

乾
』、
山
喜

房
佛
書
林
、
二
〇
〇
七
・
七
）、
同
「
心
性
罪
福
因
緣
集
と
そ
の
影
響

―
と
く
に
『
徃
生
拾
因
』
と
『
今
昔
物
語
』
―
」（『
印
度
學
佛
敎
學
硏

究
』
第
一
八
卷
二
號
、
一
九
七
〇
・
三
→
『
法
然
淨
土
敎
と
そ
の
週

緣

乾
』、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
七
・
七
）、
淸
水
宥
圣
「
心
性
罪

福
因
緣
集
の
說
話
―
『
今
昔
物
語
集
』『
寶
物
集
』『
雜
談
集
』
と
の
か

か
わ
り
―
」（『
群
女
國
文
』
第
七
號
、
一
九
七
八
・
六
）、
今
野
逹
「
心

性
罪
福
因
緣
集
と
說
話
文
學
―
今
昔
卷
四
の
第
九
・
十
話
の
原
據
な
ど

―
」（『
文
學
』
第
五
五
卷
一
號
、
一
九
八
七
・
一
→
『
今
野
逹
說
話
文



『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
卷
中
第
十
三
話
と
傳
源
信
『
法
華
經
讀
誦
觀
』（
崔
）

（ 105 ）

學
論
集
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
・
三
）、
吉
原
澔
人
「
院
政
期
宗
敎

思
想
史
の
一
側
面
―
『
續
本
朝
徃
生
傳
』
惡
人
徃
生
譚
形
成
の
背
景

―
」（『
國
文
學　

解
釋
と
鑑
賞
』
第
六
〇
卷
一
〇
號
、
一
九
九
五
・
一

〇
）、
八
木
德
俊
「『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
に
お
け
る
「
念
佛
」」（『
佛

敎
論
叢
』
第
六
六
號
、
二
〇
二
二
・
三
）
な
ど
參
照
。
な
お
、『
心
性

罪
福
因
緣
集
』
卷
中
第
六
話
「
明
惠
沙
門
」
は
、『
徃
生
拾
因
』
第
九

因
に
お
い
て
沙
門
明
智
の
話
と
し
て
引
か
れ
る
が
、『
三
國
傳
記
』
卷

一
第
二
十
話
「
胡
國
山
中
四
人
僧
修
行
不
同
事
」
に
お
い
て
震
旦
の
明

智
比
丘
の
話
と
し
て
寀
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　
『
法
華
經
讀
誦
觀
』
を
源
信
の
眞
撰
と
し
て
、
こ
れ
を
用
い
て
源
信

に
お
け
る
讀
經
の
思
想
を
論
じ
た
硏
究
に
、
淸
水
眞
澄
「
能
讀
の
經
讀

み
傳
承
―
音
藝
「
讀
經
」
に
つ
い
て
―
」（
天
野
文
雄
・
須
田
悅
生
・

渡
邊
昭
五
編
『
藝
能
傳
承
の
世
界
』、
講
座
日
本
の
傳
承
文
學
第
六
卷
、

三
彌
井
書
店
、
一
九
九
九
・
三
→
『
音
聲
表
現
思
想
史
の
基
礎
的
硏
究

―
信
仰
・
學
問
・
支
配
構
造
の
連
關
―
』、
三
彌
井
書
店
、
二
〇
〇
七
・

一
二
）
が
あ
る
。

（
４
）　

舜
興
と
西
敎
寺
正
敎
藏
に
つ
い
て
は
、
伊
籘
正
義
「
文
獻
調
査
と
そ

の
資
料
性
―
西
敎
寺
・
正
敎
藏
本
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
國
文
學
硏
究
資

料
館
講
演
集
』
第
一
四
號
、
一
九
九
三
・
三
）、
宇
都
宮
啓
吾
「
西
敎

寺
正
敎
藏
の
訓
點
資
料
に
つ
い
て
」（『
小
林
芳
規
愽
士
喜
壽
記
念 

國

語
學
論
集
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
・
三
）
な
ど
參
照
。

（
５
）　

筆
者
は
大
學
院
在
學
中
か
ら
吉
原
澔
人
敎
授
の
も
と
で
『
心
性
罪
福

因
緣
集
』
の
譯
註
作
業
に
携
わ
り
、
本
話
も
そ
の
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
譯
註
の
分
擔
は
以
下
の
通
り
。
①
‐
崔
鵬
偉
、
②
‐
田
中
亞
美
、

③
‐
八
木
德
俊
、
④
‐
櫻
本
香
織
。
本
書
の
詳
細
な
譯
註
は
、
近
い
將

來
公
刋
す
る
豫
定
で
あ
る
。

（
６
）　

類
話
は
、『
集
神
州
三
寶
感
通
錄
』
卷
下
（
大
正
五
二
‐
四
二
七

下
）・『
大
唐
內
典
錄
』
卷
十
歷
代
衆
經
應
感
興
敬
錄
（
大
正
五
五
‐
三

三
九
下
）・『
法
苑
珠
林
』
卷
十
八
敬
法
篇
感
應
緣
（
大
正
五
三
‐
四
二

一
上
）・『
法
苑
珠
林
』
卷
六
十
四
慈
悲
篇
感
應
緣
（
大
正
五
三
‐
七
七

九
中
）
な
ど
。

（
７
）　

肥
田
路
美
編
『
美
術
史
料
と
し
て
讀
む
『
集
神
州
三
寶
感
通
錄
』
―

釋
讀
と
硏
究
―
（
十
三
）』（
早
稻
田
大
學
大
學
院
東
洋
美
術
史
、
二
〇

二
一
・
三
）
九
三
〜
九
四
頁
、
註

（135）
「
別
衣
・
別
座
」
參
照
。

（
８
）　

出
典
は
、『
集
神
州
三
寶
感
通
錄
』
卷
下
（
大
正
五
二
‐
四
二
七
下
。

詳
細
な
譯
註
は
肥
田
路
美
編
『
美
術
史
料
と
し
て
讀
む
『
集
神
州
三
寶

感
通
錄
』
―
釋
讀
と
硏
究
―
（
十
四
）』（
早
稻
田
大
學
大
學
院
東
洋
美

術
史
、
二
〇
二
三
年
三
月
發
行
豫
定
）
參
照
）。
類
話
は
、『
大
唐
內
典

錄
』
卷
十
歷
代
衆
經
應
感
興
敬
錄
（
大
正
五
五
‐
三
三
九
中
下
）・『
法

苑
珠
林
』
卷
十
八
敬
法
篇
感
應
緣
（
大
正
五
三
‐
四
一
九
下
〜
四
二
〇

上
）・『
法
華
傳
記
』
卷
五
諷
誦
勝
利
第
八
之
三
「
隋
岐
州
東
山
下
村
沙

彌
八
」（
大
正
五
一
‐
六
八
上
）・『
釋
門
自
鏡
錄
』
卷
下
（
大
正
五
一

‐
八
二
三
下
）
な
ど
。

（
９
）　

對
應
す
る
『
摩
訶
止
觀
』
卷
二
下
に
は
、「
次
歷
二
精
進
善
一
。
舊

云
、
精
進
無
二
別
體
一
但
篤
二
衆
行
一
。
義
而
推
レ
之
應
レ
有
二
別
體
一
。

例
無
明
通
入
二
衆
使
一
、
更
別
有
二
無
明
一
。
今
且
寄
三
誦
經

0

0

勤
二
策
其
心
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一
、
以
擬
二
精
進
一
。
晝
夜
不
レ
虧
、
乃
得
二
滑
利
一
。
而
非
二
三
昧
慧
一
」

（
大
正
四
六
‐
一
七
上
）
と
あ
る
。「
舊
云
、
精
進
無
別
體
但
篤
衆
行
」

は
、
池
田
魯
參
氏
に
よ
る
と
、『
大
智
度
論
』
卷
八
十
一
「
菩
薩
初
用

二
精
進
門
一
入
二
諸
波
羅
蜜
中
一
、
勤
二
行
五
波
羅
蜜
一
、
身
心
精
進
、
不

レ
休
不
レ
息
。
精
進
更
無
二
異
體
一
。
住
二
是
精
進
中
一
、
不
レ
畏
二
阿
鼻
泥

梨
苦
一
、
何
況
餘
苦
」（
大
正
二
五
‐
六
二
九
中
）
を
指
す
と
い
う
（
池

田
魯
參
『
詳
解 

摩
訶
止
觀  

地
卷
（
硏
究
註
釋
篇
）』、
大
藏
出
版
、
一

九
九
七
・
六
、
二
八
四
頁
）。
ま
た
、
威
儀
を
整
え
て
か
ら
別
座
に
し

て
誦
經
を
始
め
る
こ
と
や
、
誦
經
が
そ
の
ま
ま
六
波
羅
蜜
で
あ
る
と
說

く
內
容
は
、
智
顗
の
講
說
と
さ
れ
る
『
觀
心
誦
經
法
』
に
確
認
で
き
る

（
湛
然
の
註
記
を
持
つ
『
觀
心
誦
經
法
記
』
が
『
大
日
本
續
藏
經
』
第

二
編
第
四
套
第
一
册
に
收
錄
）。『
觀
心
誦
經
法
』
に
關
し
て
は
、
佐
籘

哲
英
『
天
台
大
師
の
硏
究
―
智
顗
の
著
作
に
關
す
る
基
礎
的
硏
究
―
』

第
二
篇
第
九
章
「
禪
門
口
訣
そ
の
た
の
著
作
」（
百
華
苑
、
一
九
六
一
・

三
）、
大
野
榮
人
「
天
台
『
觀
心
誦
經
法
』
の
硏
究
」（『
愛
知
學
院
大

學
論
叢　

文
學
部
紀
要
』
第
一
三
號
、
一
九
八
四
・
三
→
『
天
台
止
觀

成
立
史
の
硏
究
』
第
三
章
第
三
節
「『
觀
心
誦
經
法
』
の
考
證
」、
法
藏

館
、
一
九
九
四
・
七
）
參
照
。

（
10
）　

大
野
榮
人
氏
は
註（
９
）前
揭
論
文
に
お
い
て
、「
誦
經
觀
法
」
と
い

う
の
は
『
觀
心
誦
經
法
』
を
指
し
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
智
顗
の
著
述

に
お
け
る
誦
經
の
と
ら
え
方
を
體
系
的
に
論
じ
た
硏
究
に
、
大
野
榮
人

「
天
台
智
顗
の
誦
經
觀
」（『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
第
三
二
卷
一
號
、

一
九
八
三
・
一
二
→
『
天
台
止
觀
成
立
史
の
硏
究
』
第
二
章
第
四
節

「
智
顗
に
お
け
る
誦
經
法
の
形
成
」、
法
藏
館
、
一
九
九
四
・
七
）
が
あ

る
。

（
11
）　
『
摩
訶
止
觀
』
卷
五
上
に
は
、「
夫
一
心
具
二
十
法
界
一
。
一
法
界
又
具

二
十
法
界
一
百
法
界
。
一
界
具
二
三
十
種
世
閒
一
。
百
法
界
卽
具
二
三
千
種

世
閒
一
。
此
三
千

0

0

在
二
一
念

0

0

心
一
」（
大
正
四
六
‐
五
四
上
）
と
あ
る
。

（
12
）　
『
孝
養
集
』
に
つ
い
て
は
、
松
崎
惠
水
「『
孝
養
集
』
に
つ
い
て
」

（『
密
敎
學
硏
究
』
第
二
〇
號
、
一
九
八
八
・
三
→
『
平
安
密
敎
の
硏

究 

興
敎
大
師
覺
鑁
を
中
心
と
し
て
』
第
五
章
「
興
敎
大
師
覺
鑁
の
撰

述
に
つ
い
て
」、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
・
三
）、
伊
原
照
蓮
「
運
敞

僧
正
と
孝
養
集
」（『
興
敎
大
師
覺
鑁
硏
究
』、
春
秋
社
、
一
九
九
二
・

一
二
）、
齊
籘
雅
惠
「『
孝
養
集
』
と
良
忠
撰
『
看
病
用
心
鈔
』
に
つ
い

て
―
臨
終
行
儀
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
智
山
學
報
』
第
五
六
輯
、
二
〇

〇
七
・
三
）、
苫
米
地
誠
一
「『
孝
養
集
』
の
六
衟
說
―
六
衟
繪
制
作
の

思
想
背
景
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
智
山
學
報
』
第
五
六
輯
、
二
〇
〇
七
・

三
）
な
ど
參
照
。

（
13
）　
『
五
部
血
脉
』
は
、「
一
念
成
佛
義
」「
生
死
覺
用
鈔
」「
法
華
經
大

意
」「
理
觀
讀
誦
」「
法
華
題
目
」
の
五
つ
か
ら
な
る
。
內
容
的
に
は
、

傳
最
澄
『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
や
、
金
澤
文
庫
藏
『
本
無
生

死
偈
』
や
、
身
延
山
藏
『
北
谷
祕
典
』
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。
多

田
厚
隆
・
大
久
保
良
順
・
田
村
芳
朗
・
淺
井
圓
衟
校
註
『
日
本
思
想
大

系
９　

天
台
本
覺
論
』
解
說
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
・
一
）、
山
內

舜
雄
「『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』（
傳
最
澄
）
に
お
け
る
本
覺
思

想
の
考
察
」（『
駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
論
集
』
第
一
四
號
、
一
九
八
三
・
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一
〇
）、
大
久
保
良
順
「『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
の
牛
頭
法
門

に
つ
い
て
」（『
天
台
學
報
』
第
三
五
號
、
一
九
九
三
・
一
〇
）
な
ど
參

照
。

（
14
）　
『
生
死
覺
要
鈔
』
は
『
五
部
血
脉
』「
生
死
覺
用
鈔
」
や
『
天
台
法
華

宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
第
五
「
三
惑
頓
斷
」
と
、『
天
台
智
者
心
祕
要
決
』

は
『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』
第
一
「
鏡
像
圓
融
」
と
、
內
容
的

に
一
致
す
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
六
月
一
一
日
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
第

三
十
九
囘
大
會
に
お
け
る
口
頭
發
表
を
基
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
心
性
罪
福
因
緣
集
、
法
華
經
讀
誦
觀
、
菩
提
鈔
、
孝
養
集
、

本
覺
思
想
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【
對
比
表
】
※
Ａ
～
Ｈ
の
う
ち
、
Ｇ
を
除
い
て
、
す
べ
て
『
孝
養
集
』
と
內
容
的
に
類
似
す
る
箇
所
を
示
す
。

『
心
性
罪
福
因
緣
集
』
卷
中
第
十
三
話
（
元
祿
十
三
年
版
本
）

『
法
華
經
讀
誦
觀
』（
九
合
本
）

明
智
和
尙
、
問
二

比
丘
一

言
、
沙
門
行
法
、
何
爲
レ

宗
。
比
丘
答

云
、
我
常
日
日
讀
二
誦
經
典
一
、
其
數
百
卷
、
更
不
二
退
轉
一
。
和

尙
問
云
、
以
二

何
心
行
一
、
讀
二

誦
經
典
一
。
比
丘
云
、
我
性
聰

明
、
讀
二

誦
經
典
一
、
自
然
諳
誦
。
見
二

諸
法
師
一
、
皆
讀
二

誦
經

一
、
我
今
法
師
、
是
故
讀
誦
。
細
不
レ

知
レ

尋
二

讀
誦
因
緣
一
。
明

智
和
尙
、
語
二
比
丘
一
云
、
希
有
難
レ
遇
大
乘
經
典
、
汝
今
讀
誦
、

甚
爲
二
難
事
一
。
但
所
二
歎
念
一
、
不
レ
知
二
讀
誦
心
行
作
法
一
。
我

今
爲
レ
汝
、
示
二
讀
誦
法
一
。
我
是
胡
國
大
臣
子
也
。
厭
レ

世
出

家
、
而
舍
レ
樂
求
法
。
初
發
心
之
時
、
雖
レ
讀
二
誦
經
一
、
未
レ
知
二

觀
法
一
。
胡
國
之
北
山
有
二

一
比
丘
一
。
我
徃
二

于
彼
山
一
、
經
行

讀
誦
。
時
彼
比
丘
、
身Ａ

心
沐
浴
、
而
著
二
新
淨
衣
一
、
脫
二
汚
垢

衣
一
。
於
二
經
卷
前
一
、
燒
香
散
華
、
而
拜
レ
經
數
百
千
反
。
然
後

端
レ
身
、
安
二
座
於
法
座
一
、
而
手Ｂ

塗
二
名
香
一
、
敬
崛
取
レ
經
、
頭

上
擧
開
、
讀
誦
思
惟
。
不
レ
高
二
音
聲
一
、
又
不
二
早
讀
一
。
終
日

誦
經
、
纔
終
二

一
卷
一
、
或
讀
二

半
卷
一
。
讀
了
而
置
レ
經
、
閉
レ

眼
思
惟
、
從
二
法
座
一
起
、
如
レ
前
禮
レ
經
、
數
百
千
返
。
悲
泣
渴

抑
希
有
難
レ
遇
大
乘
經
典
、
汝
今
讀
誦
、

甚
爲
二
難
事
一
。

我

爲
レ
汝
、
示
二
讀
誦
法
一
。

身Ａ

沐
浴
、
着
二
新
淨
衣
一
、
脫
二
奇
垢

衣
一
。
於
二
經
卷
前
一
、
燒
香
散
華
禮
拜
。　
　
　
　
　
　

然
後

端
レ
身
、
安
二
座
法
座
一
、　 

手Ｂ

塗
二
名
香
一
、
敬
屈
取
レ
經
、
頭

上
擧
開
、
讀
誦
思
惟
。
不
レ
高
二
音
聲
一
、
又
不
二
早
讀
一
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　
　

誦
畢
置
レ
經
、
閉
レ

眼
思
惟
、
從
二
法
座
一
起
、
如
レ
前　
　
　
　
　
　
　
　
　

悲
泣
渴

①
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仰
、
還
居
二
住
所
一
。
脫
二
讀
經
衣
一
、
著
二
常
途
衣
一
。
如
レ
是
如

レ
是
、
日
日
不
レ
退
。
我
見
二
如
レ
是
讀
經
作
法
一
、
欲
レ
知
二
因
緣

一
、
問
二

彼
比
丘
一
。
比
丘
答
言
、
汝
新
發
僧
也
、
是
故
不
レ

知
二

因
緣
一
。
我
當
二

爲
說
一
。
凡
於
二
讀
誦
一
、
有
二
二
種
之
法
一
、
一

者
文
字
誦
、
二
者
理
觀
誦
。

文
字
誦
者
、
若
欲
二
誦
經
一
、
應
レ
淨
二
二
業
一
。
所
以
者
何
。
穢

手
取
レ
經
、
臭
口
向
レ
經
、
後
世
生
二
於
厠
中
糞
蟲
一
、
或
墮
二
地

獄
一
、
折
二
破
手
一
、
口
飮
二
融
銅
一
。
是
故
必
淨
二
身
乁
手
口
一
。

汝
深
應
レ
知
、
經Ｃ

是
三
世
諸
佛
之
父
母
、
諸
佛
之
所
レ
師
、
所
謂

大
乘
也
。
可
レ
知
、
法
身
如
來
者
、
全
身
之
舍
利
。
經
卷
住
所
、

諸
佛
集
會
、
龍
神
圍
繞
。
是
故
讀
者
必
須
二
用
意
、
威
儀
具
足

一
。
手Ｄ

口
淸
淨
、
而
名
香
塗
レ
手
。
沉
檀
含
二
口
中
一
、
口
氣
皆
令

二
消
去
一
。
生
二
難
遇
想
一
、
心
念
口
言
、
我
今
念
二
生
死
之
過
一
、

僧
祇
劫
墮
二
三
惡
衟
一
、
從
レ
冥
入
レ
冥
、
增
二
諸
苦
業
一
。
犹
不
レ

得
レ
聞
二
天
地
・
日
月
・
父
母
之
名
一
、
亦
不
レ
得
レ
聞
二
五
戒
・
十

善
・
人
天
敎
之
名
一
。
況
得
レ

聞
二
如
レ
是
大
乘
實
相
之
法
門
一
。

佛
出
レ
世
難
、
佛
說
是
難
、
聞
レ
名
亦
難
、
讀
持
之
人
難
。
大Ｅ

覺

世
尊
、
希
有
出
現
、
難
レ
思
方
便
、
說
二
置
大
乘
一

希
有
。
我
等

仰
、
還
居
二
住
處
一
。
脫
二
讀
誦
衣
一
、
著
二
常
途
衣
一
。
如
レ
是
如

レ
是
、
日
日
不
レ
退
。

　
　
　
　
　
　
　
　

         

凡
於
二
讀
誦
一
、
有
二
二
種
法
一
、
一

文
字
誦
、
二
理
觀
誦
。

文
字
誦
者
、
若
欲
二
誦
經
一
、
應
レ
淨
二
三
業
一
。
所
以
者
何
。
穢

手
取
レ
經
、
□
口
向
レ
經
、
後
世
生
二
於
厠
糞
蟲
一
、
或
墮
二
地

獄
一
、
折
二
破
身
手
一
、
口
飮
二
融
銅
一
。
是
故
必
淨
二
身
乁
手
口
一
。

汝
除
應
レ

知
、
經Ｃ

是
三
世
諸
佛
父
母
、
諸
佛
所
レ

師
、
所
謂

大
乘
也
。
又
是
可
レ
知
、
法
身
如
來
、
全
身
舍
利
。
經
卷
住
所
、

諸
佛
集
會
、
天
龍
圍
繞
。
是
故
讀
者
必
須
二
用
意
、
威
儀
具
足

一
。
手Ｄ

口
淸
淨
、
名
香
塗
レ
手
。
沉
壇
含
レ
口
、
手
垢
口
氣
、
皆
令

二
消
去
一
。
生
二
難
遭
想
一
、
心
念
口
言
、
我
念
二
生
死
一
、
過
二
阿

僧
祇
劫
一
、
墮
二
三
惡
衟
一
、
從
レ
冥
入
レ
冥
、
增
二
諸
苦
業
一
。
犹
不
レ

得
レ
聞
二
天
地
・
日
月
・
父
母
之
名
一
、
亦
不
レ
得
レ
聞
二
五
戒
・
十

戒
・
人
天
敎
名
一
。
何
□
□
□
聞
。
如
レ

是
大
乘
實
相
法
門

出
レ
世
難
、
佛
說
是
難
、
聞
レ
名
亦
難
。
□
□
□
人
難
、
大Ｅ

覺

世
尊
、
希
有
世
現
、
難
思
方
便
、
說
置
希
有
。
我
等

②
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値
二
如
レ
是
之
法
一
、
犹
如
三
盲
龜
之
値
二
浮
木
孔
一
、
如
三
貧
窮
之

得
二
如
意
珠
一
。
如
レ
是
戀
慕
、
不
レ
生
二
餘
心
一
。
又
更
懺
二
悔
三

業
所
犯
一
、
又
發
二
弘
誓
一
具
二
慈
悲
心
一
、
香
華
・
飮
⻝
・
幡
蓋
・

供
具
、
隨
二
力
所
一レ
堪
、
供
二
養
經
卷
一
。
臨
二
讀
誦
一
時
、
五
體

投
レ
地
、
禮
二
拜
經
卷
一
。
坐
二
於
法
坐
一
、
應Ｆ

レ
時
思
惟
。
雖
二
凡

夫
身
一
、
今
讀
二
大
乘
一
、
欲
レ
聞
レ
經
故
、
龍
神
八
部
皆
來
集
會
、

諸
佛
菩
薩
滿
レ
空
證
明
。
是
故
我
今
心
純
淨
信
、
應
レ
讀
二
誦
經

一
。
如
レ
是
思
惟
讀
經
之
閒
、
能
尋
二
文
句
一
、
更
不
二
雜
亂
一
。
亦

不
レ
讀
二
落
一
文
一
字
一
。
初
中
後
時
、
平
等
生
レ
信
、
復
不
二
退

轉
一
。
如
レ
是
讀
誦
、
名
二
事
讀
誦
一
。

觀
心
讀
誦
、
其
義
甚
深
。
破
二
心
微
塵
一
、
出
二
大
千
經
一
。
故

知
、
經
卷
但
在
二
我
心
一
、
以
二
我
身
體
一
直
名
二
經
卷
一
。
骨
髓
如

レ
軸
、
皮
肉
如
レ
紙
、
血
色
如
レ
墨
。
五
臟
・
六
腑
・
肝
等
之
類
、

無
量
差
別
重
重
不
レ
雜
、
如
三
經
文
字
、
其
數
無
量
互
不
二
雜
亂

一
。
心
王
住
レ
中
、
其
性
玄
妙
。
豈
非
二
經
中
所
レ

詮
實
相
一
乎
。

佛
說
二
衆
生
心
性
善
惡
不
思
議
之
理
一
、
名
爲
二
經
卷
一
。
是
故
應

レ
知
、
誰
云
二
經
卷
一
、
誰
云
二
衆
生
一
、
名
異
體
同
、
如
二
眼
目
異

□
二

如
レ

是
法
一
、
犹
如
三

盲
龜
値
二

浮
木
吼
一
、
亦
如
三

貧
窮

得
二
如
意
珠
一
。　

如
レ
是
戀
慕
、
不
レ
生
二
餘
心
一
。
又
更
懺
二
悔
三

業
所
犯
一
、
又
發
二
弘
誓
一
具
二
慈
悲
一
、　

香
華
・
飮
⻝
・
幡
蓋
・

供
具
、
隨
二
力
所
一レ
堪
、
供
二
養
經
卷
一
。
臨
二
□
□
時
一
、
五
體

投
レ
地
、
禮
二
拜
經
卷
一
。
坐
二
法
座
一
、
應Ｆ

レ
時
思
惟
。
雖
二
凡

夫
身
一
、
今
讀
二
大
乘
一
、
聞
レ
經
故
、
龍
神
八
部
皆
來
集
會
、

諸
佛
菩
薩
滿
レ
空
證
明
。
是
故
我
今
心
能
淨
信
、
應
レ
讀
二
誦
經

一
如
レ
是
思
惟
讀
。
讀
誦
之
閒
、
能
尋
二
文
句
一
、
更
不
二
雜
亂
一
。

不
レ
讀
二
落
一
文
一
字
一
。
初
中
後
時
、
平
等
生
レ
信
、
復
不
二
退

轉
一
。
如
レ
是
讀
誦
、
名
二
事
讀
誦
一
。
破
二

一
念
無
明
一
、
出
二

十

界
三
千
諸
法
實
相
理
一
、
云
レ
事
也
。

觀
心
讀
誦
、
其
義
深
。
破
二

心
微
塵
一
、
出
二

大
千
經
一
。
故

知
、
經
卷
但
在
二
我
心
一
、
以
二
我
身
體
一
直
名
二
經
卷
一
。
骨
體
如

レ
軸
、
皮
肉
如
レ
紙
、
血
色
如
レ
墨
。
五
藏
・
六
府
・
肝
等
類
、

無
量
差
別
重
重
不
レ

雜
、
如
三

經
文
字
敎
無
量
、
互
不
二

雜
亂

一
。
心
王
住
レ

中
、
其
性
玄
妙
。
豈
非
二

經
中
詮
實
相
一
。

佛
說
二

衆
心
性
善
惡
不
思
議
理
一
、
名
爲
二

經
卷
一
。
是
故
應

レ
知
、
雖
云
二
經
卷
一
、
雖
云
二
衆
生
一
、
名
異
體
同
、
如
二
眼
目
異

③
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一
。
是
故
我
身
卽
是
經
卷
、
我
心
卽
是
所
レ
詮
實
相
。
如
レ
是
觀

知
、
是
眞
經
卷
、
如
レ
是
思
惟
、
是
眞
讀
誦
。
爲
レ
令
三
衆
生
知

二
心
經
卷
一
、
方
便
說
レ
敎
、
名
爲
二
經
卷
一
。
又
須
レ
觀
下
能
誦
我

身
所
誦
經
卷
、
如
二
幻
化
一
實
不
可
得
上
。
誰
人
讀
誦
、
誰
人
聽

レ
經
。
犹
如
二
夢
中
化
人
出
一レ
音
、
又
如
二
山
谷
依
レ
音
發
一レ
響
。

是
故
萬
法
自
性
皆
空
。
如
レ
是
讀
誦
、
名
二
空
觀
誦
一
。
雖
レ
空
而

有
。
我Ｇ

身
經
卷
、
讀
誦
音
聲
、
聽
聞
大
小
、
由
レ
業
不
レ
失
、
自

然
而
住
。
是
故
萬
法
雖
レ
空
而
有
。
我
身
經
卷
、
讀
誦
音
聲
、
聽

聞
大
小
、
由
レ
業
不
レ
失
、
自
然
而
住
。
是
故
萬
敎
雖
レ
空
而
有
。

如
レ
是
思
惟
、
名
二
有
觀
誦
經
卷
一
。
我
身
乁
一
切
法
、
非
レ
有
非

レ
無
、
亦
有
亦
無
、
非
二
識
所
一レ
知
、
非
二
言
所
一レ
詮
、
無
始
法
爾

寂
靜
宛
然
。
是
故
須
臾
讀
經
之
心
、
生
界
佛
果
自
然
具
足
、
六

度
萬
行
法
爾
而
有
。
如
レ
是
讀
二
誦
大
乘
經
典
一
、
名
爲
二
觀
心
中

衟
讀
經
一
。
住
二
如
レ
是
觀
一
、
名
二
理
讀
誦
一
。

只
調
二
三
業
一
、
誦
二
文
字
經
一
、
功
德
無
邊
。
何
況
觀Ｈ

心
相
應

讀
誦
、
所
レ
得
功
德
、
不
レ
知
二
邊
際
一
。
唯
有
二

如
來
一
、
知
二
功

德
量
一
、
凡
智
思
量
、
所
レ
不
レ
能
レ
乁
。
如
レ
是
讀
者
、
皆
應
二

供
養
禮
拜
讚
歎
一
。
以
二

前
二
種
一
、
名
二

讀
經
之
法
一
。
汝
深
聽

一
。
是
故
我
身
卽
是
經
卷
、
我
心
卽
□
所
レ
詮
實
相
也
。
如
レ
是
觀

知
二
是
經
卷
一
、
如
レ
是
思
惟
、
是
眞
讀
誦
。
爲
レ
令
三
□
□
知

二
心
經
卷
一
、
方
便
說
レ
敎
、
名
爲
二
經
卷
一
。
又
須
レ
觀
下
能
誦
我

身
所
誦
經
卷
、
如
レ
影
如
レ
化
、
實
不
可
得
上
。
誰
人
讀
レ
經
、
誰
人
聽

レ
經
。
犹
如
二
夢
中
化
人
出
一レ
音
、
又
如
二
山
谷
依
レ
音
發
一レ
響
。

是
故
萬
法
自
性
皆
空
。
如
レ
是
讀
誦
、
名
二
空
觀
誦
一
。
雖
レ
空
而

有
。
我Ｇ

身
經
卷
、
讀
誦
音
聲
、
聽
聞
大
小
、
由
レ
業
不
レ
失
、
自

然
而
住
。
是
故
萬
法
空
而
有
。

如
レ
是
思
惟
、
名
二
有
觀
誦
一
。
我
有
乁
一
切
法
、
非
レ
有
非

レ
無
、
亦
有
亦
無
、
非
二
識
所
一レ
知
、
非
二
言
所
一レ
詮
、
無
始
法
爾

寂
靜
宛
然
。
是
故
須
臾
讀
誦
之
心
、
生
界
佛
界
自
然
具
足
、
六

度
萬
行
法
爾
而
有
。
如
レ
是
讀
二
誦
大
乘
經
典
一
、
名
爲
二
觀
心
中

衟
讀
誦
經
一
。
住
二
如
レ
是
觀
一
、
名
二
理
讀
誦
一
。

只
調
二
三
業
一
、
誦
二
文
字
經
一
、
功
德
無
邊
。
何
咒
觀Ｈ

心
相
應

讀
誦
、
所
レ

得
功
德
、
不
レ

知
二

邊
際
一
。
唯
如
來
、
知
二

功

德
量
一
、
凡
智
思
量
、
所
レ
不
レ
能
レ
乁
。
如
レ
是
讀
者
、
皆
應
二

供
養
禮
拜
讚
歎
一
。

④
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受
、
可
二

納
レ

心
藏
一
、
無
レ

令
二

滿
失
一

焉
。
比
丘
語
畢
、
入
レ

夜

誦
經
。
從
二

口
中
一

出
二

五
色
之
光
明
一
、
滿
二

耀
房
內
一
。
我
見

二

此
相
一
、
彌
生
二

信
敬
一
、
更
無
二

疑
惑
一
。
從
レ

其
以
後
、
纔
讀

經
時
、
依
二
彼
方
法
一
誦
。
比
丘
僧
依
二
此
方
法
一
、
應
下
誦
二
大
乘

一
、
現
身
成
中
就
萬
德
佛
身
上
。
經
二
歷
多
劫
一
、
雖
レ
誦
二
大
乘
一
、

不
レ
依
二
觀
心
一
、
不
二
如
レ
法
誦
一
、
恐
成
二
遠
因
一
、
總
無
二
大
益

一
。
如
人
有
レ
病
、
得
二
大
良
藥
一
、
不
レ
知
二
和
合
一
、
亦
不
上
レ
了

二
知
眼
藥
方
法
一
。
但
喜
獲
二
得
微
妙
良
藥
一
、
任
レ
意
服
レ
之
、
不

レ

知
レ

治
。
時
良
藥
變
レ

毒
、
病
惱
更
增
。
或
同
二

死
苦
一
、
或
復

致
レ
死
。
雖
復
纔
存
、
良
藥
盡
レ
力
。
是
故
比
丘
能
知
二
方
法
一
、

服
二
大
乘
藥
一
、
治
二
煩
惱
病
一
、
增
二
三
身
命
一
。
比
丘
聞
已
、
五

體
投
レ

地
、
迷
悶
絶
息
。
以
レ

水
灑
レ

面
、
而
得
反
活
。
苦
哉
悲

哉
、
惡
業
之
身
、
于
レ
今
不
レ
知
二
如
レ
是
深
法
一
、
我
今
法
味
始

得
二
嘗
飡
一
。
自
レ
今
以
後
、
如
レ
是
受
持
。
又
復
和
尙
更
誡
二

沙

門
一
、
是
此
密
事
、
勿
レ
傳
二
非
器
一
。
末
世
衆
生
、
善
根
微
薄
。

如
レ
是
觀
心
、
更
不
二
信
受
一
、
反
生
二
誹
謗
一
。
以
二
一
渧
水
一
、
灑

二
萬
里
沙
一
、
更
不
レ
可
レ
濕
。
況
有
二
末
世
五
濁
衆
生
一
。
如
レ
是

如
レ
是
、
是
故
比
丘
一
心
聽
受
、
淡
泊
莫
レ
傳
、
任
レ
意
不
レ
顯
。

是
故
應
レ
知
、
心
・
佛
・
衆
生
三
無
二
差
別
一
。
應
レ
觀
、
法
性
眞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
二

此
方
法
一
、
應
下

讀
二

大
乘

一
、
現
身
成
中
就
萬
德
佛
身
上
。
經
二
歷
多
劫
一
、
雖
レ
誦
二
大
乘
一
、

不
レ
依
二
觀
心
一
、
不
二
如
レ
法
誦
一
、
恐
成
二
遠
因
一
、
忽
無
二
大
益

一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
故
比
丘
能
知
レ
法
、

服
二
大
乘
藥
一
、
治
二
煩
惱
病
一
、
增
二
三
身
命
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苦
哉
悲

哉
、
惡
業
身
、
于
レ
今
不
レ
知
二
如
レ
是
深
法
一
、
我
今
法
味
如
二

得
レ
掌
飡
一
。
自
レ
今
已
後
、
如
レ
是
受
持
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

此
是
蜜
事
、
勿
レ
傳
二
非
器
一
。
末
世
衆
、
根
微
薄
。　

如
レ
是
觀
心
、　

不
二
信
受
一
、
反
生
二
誹
謗
一
。
以
二
一
渧
水
一
、
灑

二
萬
里
沙
一
、
□
不
レ
可
レ
濕
。
咒
有
二
浮
石
一
。
五
濁
衆
生
、

如
レ
是
如
レ
是
。
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如
寂
靜
、
諸
法
心
起
不
思
議
故
。

後
一
大
事
因
緣
、
是
名
二

妙
法
一
。
則
一
切
衆
生
令
レ

開
二

示
悟
三

入
佛
之
知
見
一
。
凡
萬
法
非
レ
有
非
レ
無
、
中
衟
第
一
義
諦
、
名
レ

之
爲
レ

一
。
萬
法
無
レ

名
無
レ

相
、
第
一
義
空
、
名
レ

之
爲
レ

大
。

萬
法
眞
善
妙
有
、
如
來
祕
藏
、
名
レ
之
爲
レ
事
。
生
佛
感
應
、
名

レ

之
爲
二

來
緣
一
。
百
界
千
如
、
三
千
世
閒
、
重
重
無
盡
不
レ

辨
レ

數
。
知
二
見
凡
圣
因
果
一
、
依
正
法
門
、
一
一
皆
悉
三
諦
一
諦
。

一
諦
三
諦
、
非
三
非
一
、
不
縱
不
橫
、
不
一
不
異
。
言
語
衟
斷
、

心
行
所
滅
。
從
二

四
德
寂
光
之
本
地
一
、
垂
二

三
土
隨
情
之
應
迹

一
。
哀
二

十
方
衆
生
一
、
施
二

四
門
利
益
一
、
是
爲
二

本
懷
一
。
以
二

讀
誦
一
演
二
善
根
一
、
偏
爲
二
無
盡
法
界
三
寶
境
界
一
。
法
樂
莊
嚴
、

□
令
レ

遂
二

佛
子
臨
終
正
念
、
徃
生
極
樂
、
證
大
菩
提
索
懷
一
。

仰
願
久
遠
實
成
如
來
、
伏
乞
發
誓
弘
經
大
士
、
知
二
見
弟
子
丹
誠

一
、
成
二

就
二
世
大
願
一
。
普
使
三
法
界
衆
生
平
等
垂
二

利
益
一
。

抑
經
初
文
如
何
。

⑤




